

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ーセイ シテツレ「塩汲車わずかなる、 憂き世にめぐる はかなさよ。














































































































上ゲ寄地 「花咲かば、告げんと言ひし 山里の、 告げんと言ひし 山







































掛ケ合 シテ「山は老女が住所の ワキ「昔に返る秋の夜の シテ「月の友
人円居して




























































































































入て。うきぬしつみぬ渡しけり 。盛綱 居る 群烏の麹を並ぶる、羽音もかくや
兵を下知していわく 。波のさかまく所を と白浪に、ざつざっと打入て、浮ぬ沈み
岩有としるべし ぬ渡しけり シテ忠綱兵を下知して





















































































事。きたいの例も我妻故。いか成恩をも を渡す事 シテ 希代の例なればとてワキ
たぶべきに思ひの外にさはなくて。是成 此島を御恩に給はる程の シテ 御よろこ
うきすの岩の上に我妻をつれてゆく 。波 びも我ゆへなれば ワキ いかなる恩をも





















































































































































































































































































































































岩波書店、 1960 1963年、 『謡曲百番j、新日本古典文学大系57、岩波書店、 1998年、および 『謡曲
集、上・中・下』、新i朝日本古典集成、 1983-1988年、および 『謡曲二百五十番集、索引j、赤尾照
文堂、 1978年によった。
⑤謡俳諸については、下記の論文を参照。石田元季、 『俳文皐考説j、至文堂、 1938年、 245-250頁。
石田元季、『俳文挙論考j、養徳社、 1944年、 110-132頁。石田元季、 f劇・近世文学論考j、至文堂、
1973年、 59-69、127-169頁。藤井乙男、 I史話俳談j、晃文社、 1935年、 238-250、262-281頁等。
⑥松永貞徳の俳言説について、乾裕幸、 f俳句の現在と古典』、平凡社、 1988年、 158-164頁を、俳言
について、乾裕幸、 『ことばの内なる芭蕉j、未来社、 1981年、 35-73頁、赤羽学「俳譜 俳文の語




80-94頁、田中善信、 『初期俳譜の研究j、親典社、 1989年、 90-109頁を参照。








⑮ 「懐子」、 f近世文筆資料類従、古俳譜9-13J、勉誠社、 1972-73年。中村俊定『俳譜史の諸問題j、
笠間書院、 1970年を参照。
⑮『佐夜中山集』、「近世文挙資料類従、古俳譜編」 7、勉誠社、 1973年、 305-402頁。
⑫乾裕幸、 f初期俳譜の展開j、桜楓社、 1968年、 41-103頁、 105-124頁。前掲田中善信、『初期俳譜





⑫ 「西山宗因千句」、『談林俳譜集ーj、俳文学大系3、集英社、 1971年、 215頁。「続境海草」、向上、
183頁。
＠乾裕幸、『俳文学の論j、塙書房、 1984年、 99-101頁。
＠ 「佐夜中山集」、 f近世文撃資料類従、古俳譜7・8J、勉誠社、 1973年。
＠ 「境海草Jf談林俳諾集－J、俳文学大系3、集英社、 1971年、 121頁。「時勢粧」、『貞門俳譜集二j、
俳文学大系2、集英社、 1971年、 279頁。
＠謡俳譜について、前掲の石田元季、藤井乙男、田中善信の諸論文を参照。
⑫10について、乾裕幸、 『俳句の現在と古典j、平凡社、 1988年、 36-38頁参照。謡曲調について、前
掲田中善信論文を参照。
＠ 「大阪独吟集J、『談林俳譜集ーj、俳文学大系3、集英社、 1971年、 252、250、244、243、245頁。




⑪田中善信、 f初期俳譜の研究j、親典社、 1989年、 110-127頁、および乾裕幸『初期俳譜の展開j、
桜楓社、 1968年、 105-124頁を参照。
＠乾裕幸、「談林派の古典受容」『俳句の本質j、関西大学出版部、 2002年、 81-102頁。
＠『談林俳論集ーj、尾形仇編、古典文庫、 1963年、 91頁所収。乾裕幸、 fことばの内なる芭蕉j、未
来社、 1981年、 74-85頁も参照。其角著『雑談集J（元禄五［1691］年刊）にも、同じような記述
が見える。「雑談集」『蕉門俳論俳文集』、古典俳文学大系、集英社、 1970年、 43頁。
＠ 「桂井素庵筆記」、『日本都市生活資料集成 三、城下町編 I j、学習研究社、 1975年、 513-581
頁。
＠片桐登、「江戸の庶民生活と能」、 I太陽別冊、能j、冬、 1978年、 81-86頁。狩野滋『江戸と能楽j、
わんや書店、 1989年、狩野滋『近世の能楽j、わんや書店、 1997年等。
＠ 「俳諾或問」、『俳論作法集j、俳譜叢書、博文館、 1914年、 13頁。乾裕幸、「謡曲調と漢詩文調J、
『連歌俳譜研究j、45号（乾裕幸、 fことばの内なる芭蕉j、未来社、 1981年、 74-85頁も参照。）
??? ? ?
＠同上。




















『芭蕉と西鶴の文学J、創樹社、 1983年、 22-27頁、および『ことばの内なる芭蕉J、未来社、 1981
年、 125-127頁。例14について、乾裕幸、 『俳文学の論』、塙書房、 1984年、 159-181頁。
⑪乾裕幸、『芭蕉と西鶴の文学j、創樹社、 1983年、 22-27頁。
＠近松の俳譜について、諏訪晴雄、「近きみち遠くあそひっ、近松の俳譜」『近世文学論叢j、桜楓社、




＠古浄瑠璃における（謡曲摂取もふくむ）引用の問題について、 IPigeot, Figures classiques dans un 













＠「藤戸」 f平家物語J（巻第十）、校注梶原正昭、桜楓社、 1980年、 662-669頁。
＠中村幸彦、「戯作論」『中村幸彦著述集j、巻八、中央公論社、 1982年、 74-85頁。
＠演劇学の立場（ドラマ、演出、演者、太夫などとの関係）から、近松の作品の検討も大変重要な課
題である。
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